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2.火 力 発 電 用 機 器

THERMAL POWER PLANT EQU]PMENT

挽〝仰′/郷′川畑ろ卯ク1′′′脚..′助郷側脚卯′抑仰望跡

昭和35年は34年に引続きさらに一段と臼ざまい､躍進の年であっ

た｡

ユニット出力75,000kW,125,000kW,175,000kW の大容量高

圧高温の火力設備が綻々と納入され,営業運転を開始するとともに

上記ユニット出力のもののほかに265,000kWの人容一量設備を加え

多数製作中である｡

火力発電設備における燃料の 済性を考える時,わが国偶にマッ

チした燃料方式としてサイクロンファーネス式ボイラがある｡三井

化学工 株式会社大浦発電所,および国策パルプ｣二 株式会社旭川

工場用に各1基のサイクロンファーネス式ボイラがいずれも35年秋

完成し納入され

の実

転を開始した｡日立 作所が多年に亘りB&W祉

を基とLて日本の石炭に対する研究を行ってきたサイクロン

ファーネスもいよいよ発展段階に踏み入ったものといいうる｡

火力発電設備の熱効率の上昇ほ蒸気条件を高温高虹化することに

よりさらに躍進することが考えられるが,現在の169atg級の亜臨界

圧より超臨界圧へ昇圧するに伴ってボイラの形式は必然的に従来の

ドラム式ボイラより貫流ボイラへ転換される｡さらに亜臨界旺プラ

ントに対してもその運転特性,経済性などにより貫流ボイラが今後

多く採用されるものと考えられる｡

日立製作所ほイギリスおよぴドイツB&W祉が開発Lたヨーロッ

パ形ベンソソボイラならびにアメリカB&W社が開発したUPポイ

ラの両形式につき技術提携を完了し製作態

作中の東京 力株式会社五井発

をととのえた｡目下製

所納265,000kWプラソトにはUP

ボイラが採用されるがUPボイラとしてはわが岡における第→号で

あることから主要部は 入して日立製作所でまとめることになって

いる｡なお中部電力株式会社新満水発電所に納入する75MW用ポイ

は,ヨーロッパ形ともいうべきベンソソボイラが採用されU

~F鋭意製作中である｡

超臨界圧火力プラントに対処するものとLて‖立製作所il-1/二工場

に350kg/七m2g,650つCの蒸気条件の仝口勅九

トを昨年秋完成した｡今後本プラントにより

臨界旺テストプラン

臨界圧プラントにお

ける種々の総合的研究を強力に進めることとなっている｡

2.1ボ イ ラ

2.1.】超臨界圧プラントおよびサイクロンファーネスの研究

超臨界圧テストプラントの計画に当ってはrl立製作所口立工場の

火力部門が中心になり,それに日立製作所口立研究所,

多賀工場の関係者をまじえ七つの分科会組織を有するi

分工場,

臨界圧プラ

ソト研究会を作り定例会議を開きつぶさに諸外国の例などを検討し

必要に応じて研究を行い350kg//cm2g6500Cという蒸気条件を決定

した｡実際計画を開始Lたのは34年の6月で完成試 転にはいった

のは34年9月15日その間いろいろな難問題にそう過したが慎重なニテ

備実験,基礎研究によってそのつど解決し,はじめて 臨界圧高温

蒸気の発f†_ミに成功した｡その後きわめて好調に運転を行っており時

間をへるに従って種々な問題にそう過するものと考えられるが社内

関係部門の総力をあげて十分な成果を11冥めたいと考えている｡第1

国は本テストボイラの概観を示すものである｡

超臨界圧テストプラントのぉもなf_】二様

1. ボ イ ラ

形式 並列r】う.管式

蒸気条件 350kg′′cln2g6500C

10

蒸 発

第1図 超臨界圧テストボイラの概観

量

給水温度

燃焼方式

2. タ ー ビ ン

2t/h 最大

1200C

重油エアアトマズ

形式 日立DR形1段減速小形背圧式

蒸気条件

出 力

3.発

形 式

定格出力

回 転 数

端子電圧

4.付属設備

プラント日動制御装置

タービンバイパス装筐

プラント所要補機

水処理装筐

これらの横器, 器計

37kg/cm2 4000C

最大200kW

(高圧高温蒸気を減圧減温して使用)

S-RD

170kW

l,500rpm

3,300V

一式

一式

一式

一式

こまかい材料に至るまですべて国産品を

研究改良の上使用した｡

この装置によるおもな研究項臼は

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

高圧高温気水の熱伝達(150～350kg/cm2g6500C以下)

高圧高温気水の流動圧力択失(150～350kg/cm2g6500C以PF)

貫流ボイラを術えたプラントの運転方法

貫流ボイラを備えたプラント全体の制御方法

超臨界J__L三プラント用給水処理および腐食,スケール付

研究

圧緒臣 プラソト用耐熱材粁トの研究

超臨界虻プラント用特殊計器類

の

これらのデーターほ近く‖=たじめることになるが全データーが得

られた暁にはさらに研い､投網への進展が期待される次第である｡

サイクロンファーネスの研究ほ日立傑作所日立研究所における約

6年の成果が実り 注受にです 設したものが35年秋試運転に入り好

調な運転せ轟けているい また鋭二･慧製作巾であった 物大5フィート

サイクロニ/ファーネスボイラも35年春より運転に入り数々の貴重な



第2図 実物ノこ試験用サイタロソファーネス
(口ふ二製作所日立工場設置)

データーを提供しており,今後の計画研甥匿人きな力をそえること

になろう｡第2図は口立製作所日立工場内のタービン試験用25t′ノ旬

ボイラに据付けられた試験用5フィートサイクロン･ファーネスの

概観を示すものである..

2.l.3 サイクロン･ファーネスポイラ

(1)日本最初のサイグロこ/･ファーネスボイラの完成

石炭を粉砕しl~り筒形のサイクロン･ファーネスに供給し宗全燃

焼させて,石沢に合まれている灰分を融灰とL捕捉取目すボイラ

が,次のように宗成した｡

三井化学二l二 11場納め,忙力52kg.√′七1T12g蒸発量

95t/bアメリカぺサイクロン･ファーネスボイラは好調な運転を

続けている｡

国策パルプ工 株式会粧旭川工場納め圧力100kg/cm2g蒸発量

100t/hドイツ式サイクロン･ファーネスボイラほ組立を終了し運

転に入った｡

(2)サイクロン･ファーネスの特長

石炭を粉砕しサイクロこ/･ファーネスの中へ燃焼用空気ととも

に高速に吹込むので,円筒形炉内で激しい渦を巻きながら完全に

燃焼する｡最小の過剰空気量と,高い燃焼率とで炉内は高温とな

り,石沢の灰分はただちに融灰となり灰分の約85%ほその場で招

集される｡

低質炭の完全燃焼と多量の灰の捕捉による処理の容易,ボイラ

設備費の低減,高い稼動率と安全性などいくたの特長を宥する｡

(3)サイクロン･ファーネスの構造

サイクロン･ファーネスは互いに密接した水管にて=筒形に構

成され,炉に面したはうにはスタッドを取付けプラスチック耐火

物を塗り込む｡管の外側は鋼板ケーシングにておおいこれを管に

熔接してがんじょうな構造とし,その上を保温材にておおってい

る｡

r-リ筒形に構成された水管はサイクロン上下にあるヘッダに接続

され,冷却水はそれらを経てボイラ木休の権水循環系統へ合流さ

れる｡

サイクロン･ファネスは栢射形ボイラの火炉1)け面にあらかじめ

設けられた取付口に水平に設脛される｡

サイクロソ･ファーネスにはアメリカ式とドイツ式の二形 があ

る｡アメリカ式は正面給択形で石炭の粒度の割合にあらいものを

正面からスクロール･バーナを経て軸方向に供給される｡ドイツ

式は切線給炭形で燃料はサイクロこ/頂部の二次空気入[lの下部に

11

＼

廿 ll】
Ⅶ ▲虎

｢T｢ぎ

!Ⅰ-
i-1_

胴

=j+J汲+l

｢)

ー l･l

1∈】】㌻
戸

キ胤

｣

l

日 【l

j･≡

…i虹

m､`
壬■･妹
川よ譲二

l

電二＼､

】

7■

l】
l

㌍二肛→滞 l

声

腿
川

長:.

轡■
l

垣
l

｣-【1二l､〉:‥･･･1慌…･.･
･∫=こ:l

捌皿
潜

l

:｣⊥:.州
r

l

l

l

Ⅷ
肌

∩】■
､あ■1!･

㌢二■+

一肌

l

l

E

て[..:≦.･

!･帖l

矧那`
･.萱i】
折

･酢

■酬･ヒH

酬鮎膿≡;

l

l

L

淵i..･･+事■二

■･槻

｣････
こ萱;1!`遇･

fl

己 l蔓l

■･∴L･蔓F､奏て■
F｣.■

l

l.･..･l･

≧季毒喜i妄習.
臓

l

肢′~∨′冒＼㌧㌧
】l

■1｢-､!･撞--】

此
Ⅶ

l

l
Ⅷ

､ほ
芋Jト

･■Hi附毒≡;j;毒il澗 ■l■!肝
i至…!;;･･;:｢血

ll

Ⅶ

硯

llパ杵

･･…ノ≠≠プノ誓
ヲご/三

l

『■~~
l

l

r

∃

圏
用

閥
㌦

!;;

､､那
湖中h

■LJノt

｣抑
.r｣′れ1

覧

--1∈三≡

1

仁一--=ご＼戸!＼■とl

卜』∃
r

l

l

l

闇
ト雫ll】l■

■･謹=･～-
1

ll

き

:こ了jノ

腔
Ⅶ

鮎

純_r_∴.
岨

√丁

.■l㌻6舞･F
…+＼l｣

州

別■
l

':是.;..弓奏

.い;H

､一卦
･■･一重承.･.川

郭~~'･/.-J二三ニー･葉-

巳
ト′

l l

､･＼い.′

貰二て:ミ■
皇■･･嵐･･】-こW､.-∵叫∴ヾア･.一 崇･:｡-･

､-ヽ㍗･/ ＼-､

▲二』手1､

第3区】国策パルプ工業株式会祉旭川工場

100t/′hサイクロンファーネスボイラ組立図

第4図 組立中のサイクPファーネス(外観)

平行に設けられた入l-1から切線力前に供給される.｡これは低質根

燃焼用に適し,アメリカ式におけるよりも石沢の粒度をこまかく

粉砕する必要がある｡

(4)GS ミ ル

国策パルプニ[ 川t場納10nけllボイラのドイツ



昭和36年1月

第5図 9t′/h GS

式サイクロン･ファーネス用としてGS130//110形ビーターミル

を製作Lた｡

このGSミルの容最は9t/h,粉砕度2COメッシュ通過25～70

%で第5図ほその外観である｡

石炭は上部人L哨;より粉砕部に切線方向に入り,熱空気により乾

されながら,ミルの回転軸に取付けられたアームの先端にある

ビーターヘッドと,ミルの外側を包むケ∴【シソグに取付けられた

アーて-プレートによって衝撃により粉砕される｡所定の粒度に

粉砕されたものほ空気をもって炉卜畑こ導かれ 粒度のあらいもの

は再度粉砕部にもどされる.石炭の粒度ほセパレータ内にある調

整板によって調整され,適当した粒度せうることができる｡

2.1.2 高温高圧化と容量の増大

最近の急激な電力需項の増大にこたえて,火力発電の計画進展は,

実にめざまLいものカ局-)り,柑つく､､高温高虻ボイラ建設が進められ

ている｡

このような高温高虻,ならひに大容還化につれて,研究態勢なら

びに,製作態勢を大幅に更新し,世界のトリプ級の火力機姐も十分

国産化できるようになった｡

最近,北海道電力株式会祉滝川発電所納260りh(75MW),東京

l発品社会式株力電 435t/h(125MW),東京電力株式公判二仙

台発電所納590t/′′′h(175MW)などの汽経が,それぞれ運転に入り,

いずれも優秀なる性能を発揮している｡

75MW以上のボイラの実績および製作中のものは弟l表のとおり

である｡

第1表 最近納入またほ製作中の新顕火力発電用大形ポイラ

納入先

東ムく`電力

東京`-一己力

北海道rrE力

琉｣ヒ`屯力

束)j(電力

血Jjく丁民力

山北`屯ノ｣

東｣ヒ掲力

点ノjく電力

東京`.E力

付ローい■にノノ

北海道偶力

束メく'電力

東北電力

関西屯力

東京電力
ユヒ.

tl｣

電
水共同発

清水共同発
･い

東京fE力

北海道1一に力
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発電所名

新鹿

新来

ム､

京

花 川

八 戸

丁一 葉

丁･ 葉

仙

仙

【
l‡11

_乙ヽ

ll

-･■ヽ

l｣

#3

#5

翳1

‡2

#3

#4

=●

葺2

川 寮2

川 崎

岡 Ill

滝 川

尼崎雛3

横 浜

新i･■≡'三~水

蒸発ぷ二
(t/b〕

ハU

O

6

6

2

2

｡藍雷腰歪整6

6

ハU

ハU

l

l

2601106

590

591)

590

590

435

590

435

260

#31435

‡3

#1

ニi

#1

新清水 #2

了壬 井‡2

新江別 #1

590

530

590

260

174

174

174

174

131

174

131

106

131

174

174

174

131

541′/541

541/541

541/541

541/541

燃 焼 :方 式

571′′543L

571ノ/543

571.ノ′543

571/543!

541ノ･■′541

571/543

541/■541

541ノ541

541/541

571ノ543

543/543

571/543

541/541

541/541

571/568

541/541

微粉炭,重油専焼および混焼

徽粉炭,重油専焼および混焼

石炭専焼(零細助燃)

微粉炭,

微粉炭,

徽粉炭,

微粉炭,

∴
､

微粉炭,

微粉炭,

微粉炭,

重油専焼および況焼

重油刃f焼および混焼

重油専焼および混焼

重油尊焼および混焼

重紬専焼および混焼

重油専焼および混焼

重油苺焼および捉焼

重油専焼および温焼

倣粉炭蕎焼(重柚助燃)

微粉〟こ,

緻粉炭,

微粉炭
ただし現

重油専妖

重油専焼

重柚各専焼および混旋

重油各専焼および混焼

尊油各重潮は重在 焼お焼

屯f■由専焼

酎由専焼

石炭布慨(弔‖1肋燃)

よび混炊

贋亀讐
=MW

75

75

75

75

175

175

175

175

125

175

125

75

125

175

156

175

75
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第6岡 東~京電力株式会社納五井火力発電所

907t,'hUPポイラ(265MW用)

2.1.3 貫流ボイラヘの進展

相次ぐ発電所の大容宗二化,高温高庁化につれて,脚光をあびつつ

ある賞流メイラについては,パブコツク経との間に追加技術提携を

行い,すでに.i注.浩製作の態勢に入った｡このボイラは給水ポンプよ

り.送らjtた水7を,∴予熱→蒸発→過熱の過程をへて所要の蒸気を発生

するもので,臼然循環ボイラの如く,ドラムとか大径の降水管を必

要とせず,高.匠ボイラとして段通なものであり,

理論的には臨界圧以上のボイラほ必然的に,この形

ければ製作することができないこと｡

耐圧部重量の減少によれ.安価となること｡

ノニ＼連な起動,停1ヒが可能であること｡
常に所定の過熱蒸気温度を保ちうること｡

変圧運転が可能であること｡

によらな

等々で,従来のボイラでほ,まったく考えられない画期的な特長を

もっている(⊃

(1)パブコックベンソンボイラ

従来のベンソンボイラの燃焼室構造は多数のチューブを上下へ

､ソダに配列し,各ヘッダ間を太い降水管で連絡している｡このた

め,燃焼室確の構造は複雑で,かつ,水壁管と炉咤材の膨張収縮

は一体でなく,ガスタイトも不完全であった｡最近開発の,パブ

コツクベンソソボイラの水壁管は38mm外径のチューブが,水平

に配列さJt,いわゆるミアンダ配列であり,水壁管と炉壁材は一

体となり,すべて上方より支持され,その膨張収縮ほ~F方に自由

に行われ スキンケーシソグの構造とあいまって,空気

突蝕′1勺に梓撫である｡.

(2) UPポイラ

えいも

一方アメリカパブコツクによって,中形ないし大形ボイラを対

象として発達せLム7)られた貫流ボイラはUPと称し,その実績を

拡人しつつある.こ-その大きな特長は燃焼室にあり,水壁管は,いわ

ゆるメソプレン構造で,この構造により,燃焼室はまったくのガス

タイトにすることができる｡メソプレソ構造は,22mm外径のチ

ューブを38nlmヒらッチに配列し,チューブ間を6mm厚みの鋼板

で完全に熔接してある｡この熔接は工場で

われ,いわゆるパネルとして桝什現場に

殊な装置によって行

られ,矩期日で建立が可
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能である｡なこお,燃焼1ミにおいて,水は底部よiトー様に燃焼#せ

上昇し,その]頁部において,コレクタに渠ムうらJL過鮒肝＼連絡さ

れる構造となっている｡

2.1.4 大容量ボイラ製作態勢

最近の大容品山然循環芸ボイラは,ドラムにおける最高似川旧主万力,

190kg/cn12にも通し,高抗張力鋼を班用しても胴厚が150mm以上

となり,このような厚内ドラムの~†二作には強力なるプレスを必要と

する｡35年度当初より,本格的操業に入った口立工場呉分工場には,

水高最の洞カつ
--1

ゆく 8,000t フラソジンダブレスを

200mm程度の板も容易に曲げられる能力をもつようになり,さら

に今後予想される 発力子原 〓ノ用所 アクタほども,十分消化できる

態勢を完~rした｡また熔接部の内部欠陥検禿には200万ボルトⅩ線

装置を設肺し,完全なる検禿が毎時R即こできるようになった｡本装

置も,わが国唯一の大容量Ⅹ線裳間で,その透過力ほ肉厚250mmを

十分に検査しうる能力を有L,150mmの鋼板熔接部をわずか15分

たらずで,しかも検出能力1%の解像力をもつ,俊秀な構器である｡

ボイラの大容削ヒに従い,ドラムの窮鼠も,逐次増し,200t余を

サ恕されるっ これら重量物の輸送は海上輸送に板らねばならぬが,

この点,呉1二場の特色である海上に突出Lた250tヤードクレソを

利用し,これら重量物の直接船横みが丁･柑巨であり,また潤人貨物の

愉送もできるようになった｡

第2去 最近納入された製作ヰの刊二熱タービン

納入先
-;発■心外名

l

出 力

(kWJ

主蒸宝く圧力
(kg/cm2gl

熱
度
.
-
.

朽
混
沌

気
度
)

蒸

℃

主
温
(

排気作ノJ

(二mmHgl

ダーーヒ:/

形
J㌔

東
東
京

力電｣力

力電
l■-ハ

力揖北

巨1有 鉄 道

北海二道一電力

東 北

東京

f
lLL

｢1乙

常磐共同火力

東 京 電 力

1､･常磐共同火力

V中 国 電 力

東京1電 力

常磐共同火力

北海道泥プJ

東 北櫨 力

､∴東
京 電 力

清水共同発一哉

一清水共同発-.覧

∴東 京一張 力

･
一

北海道電力

i八戸 #1

川崎 #2

滝川 #1

仙合

占‖†l

2

2

=〃檜

‖#

勿来 #3

川崎 ♯2

勿来 #4

岡111‡1

品川 #3

勿来 #5

滝川 #3

仙台‡3

横浜 狙

新清水#1

新前一水‡2

五井= 召2

新江別♯1

75,000…

75,000云

75,000喜

75,0叫
75,000

5

5

7

2

1

1

0(UハU

0∧UO

75,000

175,000

75,000

125,000

125,000

75,000

75,000

175,000

175,000

75,000

75,000

265,000

125,000

2.2

127

102

169

102

127

127

102

102

169

169

127

127

169

127

8

∩
八
U

3

3

5

5

538 二 538

538'538

538.538

蒸気タービン

2.2.】事業用大容量タービン

rl~1の

722

722

728

722

722

722

722

727

722

727

722

722

727

722

722

722

722

722

722

722

TCl)F-20

TCDF-20

TCDF-20

TCDF-20

TCDF-20

TCTF-23

′rCTF-23

TCDF-20

TCTF-23

TCDF㌧20

TCDF-26

1TCDF-23

TCDF】20

TCDF∴20

TCTF-23

TCTF-23

TCDF-20

TCDF-20

CC4F-23

TCDF-23

進を続ける火力発電果の動向に尤Jて,最近宗成ならびに製作

用一再熱タービンを策2表にホす.｡すでに仝

れた閂

各地にてすぐ

運転実績をあげている75MW一再熱タービンは,その第7号

機を完成Lて常 共同火力株式会粁勿 発電所に納入し,また東京

電力■■石--川発電所納125MWヰ)好調な運転を続けている｡一方,60～用

としては,[1~一国電力株式会社岡Lll発電所用125MWタービンの製作

を終り,日下順調に掘付け調整中である｡さらに175MW再熱ター

ビンでは,東北電力株式会社仙台発電所用種がきわめ~⊂好調にて閂

り,引続き東京電力株式余神川崎発電所川の川形

機も完成し,据付け調整に入っている｡

これら各種の日立大容一罷標準タービンは,いずれもなお数払 受

注済であり,大形タービンの貴塵体制規慎も一段と相似され1~=､~鋭

意製作を道めている｡
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第7図 8,000t フラソジングプレス

第8岡 200万ボルトⅩ線装置旦よるドラム検査

雛9l冥†250tヤードクレーンによるドラムの船齢み

1リしl二の内向けばかi)でなく,円際苗場においてもインドのチヤ

ンドニi･こて10,000kW復水タービンを受注し輸出促進への努力を

一段と高めている｡

これら新鋭ターピソの運転実楕の一端として,弟13図には東北電

力株式会拳ヒ仙台発電所175MW再熱タービンの調速機試験時のノモ

グラムを,また第14図にほ国鉄川l崎発電所75MW再熱タービンの

性能試験結果を示す｡
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第10図 常磐共同火力株式会社納勿来発電所

75,000kW再熱タービン

第12国 東北電力株式会社納仙台発電所

175,000kW再熱クーピソ

盲
ヾ
甘
童
)
櫛
舵
梁
轟

1
.
■

儲

贈

ノ｢

(∠

♂J ∬ √ブ

発電機喘子出力卜1〃′′J

第14図 75,000kW再熱タービン什能試馬夷記録

以上の多数の製作実績を背景として,火力発電計耐こおける単機

容量増加の需要に対応して,詳細検討を終え,220,250,265MW

などの各位超大形タービンの標準設計せ完了L,聾封乍態勢を固めて

いる｡

なお,このような新鋭タービン開発への基礎として,各種耐熱材

料およびその熔接技術にF する研究を始めとLて,超大容罷クービ

ソ用の低圧最終段長翼の研究,および原子力発電に備えての仲~1てタ

ービンの研究など,多角的総合的に試作研究を進めている｡

なお近時,火力発電プラントの激増に伴い,電力系統の負荷変動

をすべて水力にゆだねることは困難となり,その負荷調整を火力発

系統白身でも行いやすくするため,タービン急速 動停止ならび

に最低負荷運転法についても櫨々研究を市ねた結果,加減弁仝周噴

14

第43巻･第1号

第11図 東京電力株式会社納.肘=発電所

125,nOOkW~戸】二葉享～タービン

第13岡175,nOOlくW円熟タービン最大魚荷遮断時

オう/ログラム

射起動装置などの特殊制御装眉の設計を終り,今後タービン′起動法

が著しく改善される見通Lとなった｡

2.2.2 産業用タービン

産業川タービンミ･こおいては技術中断の効きに闇連しての特殊な使

用条件を満月し高性能で†言根性の高いタービンを弟3表のごとく製

作Lている｡このうち約半数ほすでに常業掛転に入っているがいず

れもすく､木上運転成桁なホし好評を博Lている.1

第3去 最近完成ならびに製作巾の産業用タービン

糾先ぼ弓汗-ラ弐
矧-こⅠ人絹
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第15図 丸善石油株式会社納松山析浦所

3,800kW背圧クーービン

第16図 確固人椚株式会社納松山工場

10,700kW仙気い一軒Eタービン

第17同 国策パルプ株式会社納旭川工場

17,000kW清作タービン

その代表的なものを弟】5ノ､､ノ18図および20図に示すが産

ソにおいても最近効率の岬進が大きく取上げられる結果事業用火力

に匹敵する細=仁高温の蒸気が揺ノー‖される機搾となっている｡第19図

は九書;石油恥一〔会社株日精納所2一切阻け晋圧調幣遁瀬田から仝負荷

を遮断した場合の試験記録でぁるが`一糾コニに比LT†~ニラ:･誓rぺほ三ノブが非r.捌こ

高圧であるにもかかわF〕ずすぐJtたq~~‖≠むホしている1〕これ｢)の数

多くの! 績と研究試験などから一段と后煩性を高めるとともに⊥場
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第18囲 住友金属工業株式会社納小倉製鉄所

7,800kW復水タービン

て･■封十~ト･づ
lL→-･一一一+･

廉ニヒJ泌ノ策汐ミ1て謀:て彗芸j主:_~-l

･〟r′丘二■三γんj

Ⅰ

巨守牒栂拍･ニ千明

1
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≧

l._‖__-_-__.小.【◆】一-_サ_.J_▼-→_一._...._,′_■-__←_■-一一一一-▼--←--一イーー･--一一"r-一一-

第19図 3,800kW背虻タービン全色荷遮断試験記録

第20図 富士鉄広畑製鉄所7,800kW送風機駆動用

クーーピソ

設備の増強を行い納期の短縮,コストの低減と相まって数多くの需

要に応じうる体制を確立しつつある｡

戦後製鉄所の高炉が,大形化するとともに送風装置も大きくなり,

効率の良い軸流送風枚が使われ始めた｡送風機の所要動力がふえる

とともに可変速度のためタービン駆動が最も適しており最近需要が

増大してきた｡35年度に完成したのは,富士製鉄株式会社広畑製鉄

所納 7,80nkW軸流送風機駆動用タービンで,この程タービンと

してはわが同で最大級のものである｡本タービンは,出力の点では

部謀用タービンまたは,ほかの再 用タービンと比してさして大き

いとほいえないが,発電用タービンと異なり大幅な回転数の変化に

対応運転した場合の各部の応力,振軌調 機の精度などについて十
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第21図 工場組立中の450kWタービン

分考慮した設計となっており,35年9月に引推しを完了した｡なお

このほかに,富士鉄室蘭

ソ2台を現在 中である｡
,同用途の9,000kWクービ

興亜石油麻里布工場納4501(Wタービンほ,石油プラントの海水

ポンプ駆動用タービンで,調速機はDR形ガバナを使用した多段復

水タービンで,いわゆるDRM形イトービンでポンプの回転数と合

わせるため減速装置を使用している｡このような小出カタービンの

量産化ということを考えて標 各部に使用している点および

受注から完成まで,わずか6箇月という短時間で完成されたことが

大きな特長である｡

2.3 プラントおよび補横

2.3.1大容量復水器が続々完成

新鋭火力発電所の建設が急速に進められ,そのプラントサイクル

の主要機器である復水器も新鋭火力プラントにふさわしい高性能を

有するものが要求されてきた｡これらの建設計画に伴い,東京電力

株式会社川崎火力発電所納75MW用10,220m2の復水器をはじめ

中国電力株式会社f軌1_J火力発電所納125MW用7,430m2の復水器お

よび常磐共同火力株式会杜勿来発電所納75MW用5,000m2の復水

器が相ついで完成した｡なお事業用および産業用火力発電設備用と

して35年度中に完成した復水器の総冷却面積は50,000m2に達した｡

2.3.2 仝熔接形高圧給水加熱器

火力発電設備の高温,高圧大容量化に伴い,高圧給水加熱器ほ仝

熔接形が採用されるようになった｡現在すでに東京電力株式会社川

崎火力発電所など多数の全熔 製作を終って

おり,特に東北電力株式会社仙台火力発電所,帝国人絹株式会杜松‥l

工場のものは非常に好調に運転を

により,今後の超臨界

用が期待されている｡

けている｡その設計,製作技術

カプラソト,原子力プラントなどこれの便

なお,従来は125MW以下の給水加熱掛こ使用していた7:3キ

ユプロニッケル加熱管は大規模な失陥の結児7 動時の酸素による帽

食のため,起動停1Lの多いプラントに対してほ不適当なことが判叩

したので,今後のものには,9:1キュプロニッケルまたは70:30
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第22図 過去4年間における復水得の製作実績

第23図 大 容 品 復 水 器 外 観

第24図 製作中の全怖接形給水加熱器

Ni:Cu 合点イモネルメタル柑､11)が使川されることiこなった｡

2.3.3 高性能脱気器の完成

‖祈紺′｢;所が34年度に納入し た東北 力株式会社仙台火力発電所

雛2一弓･175,000kWタービン充電プラントは｢長1産愚人容量機として

斯界の注目を集めたものである｡本プラントに採用されている脱気
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1写25閣 りりと′電力抹式会社仙自吠ノJ発局所納脱宗裾外風

しても同様で容積重量ともに圧力容器とLての記録占】】で,熔

接技術はもちろん輸送は海上曳航などのごとくその総合技術の粋を

集めて完成されたものである｡この脱気器の特長はベントコンデン

サを排L脱気器の実験結果に基き偏平薄形のトレイをコン/ミクトに

収めたものである｡かかる脱気㌍は

顕著でその性能は非常に優秀な結

観を示す｡

転性はもちろんトレイの効果

得らjtた｡第25図にごとの外

なお35年度はこのような大容罠脱気器とともに産業火力先滝プラ

ント用の小容量脱気器も完成し,帝国人絹株式会社株両~1二場および

丸善石油株式会社松l_1博封由所納入の脱気盤は近代総合プラント√将Ij

目にほじず,予期以上の 性能を発揮しているし,

2.4 タービン発電機

2.ん1大容量タービン発電機の生産状況

35年初めに東北電力株式会社仙台火力発電所納224,OCOliVA水素

冷却タービン発電機を完成して,3,000rplllとしてほ世界でむ屈指

の大容量機の記録を打建てた.十本機は斯い､設計を採潤し,将来の

大容量水 冷却タービン発電機の製作の 盤を椰立したし.本機と川

一容量の発電機をさらに3f㌻製作r-ltであるし,

東京電力株式会社 川崎発電所納 1f千

束京電力株式会社 構浜発電所納 1日

北電力株式会社 仙台発電所納 1台(3リー機)

また東京電力株式会社納l附Il発電所3-り▲機160,000kVA3,000l｣pIn

50～水素冷却発電枚1台を製作中であるが,本機の構造ほ先に納入

運転中の1号機と同一構造で

分割輸送できるものである｡

定子ほ同定子枠と鉄心部にそれぞれ

さらに中国電力株式会社岡山発電所160,000kVA 3,eOnrplll水素

冷却発電機1台はすでに主要部分の製作を完了しており,新設計を

各部に採用し完成の途上にある｡

このほかに1e9,600kVA2台よりなるグロースコンパウンド水素

冷却発電機1担およぴ92,0001こVA級の大形水素冷却発電機3台製

作中で大容量発電機最長化の態勢は問められ,過去ミ･こ製作Lた多数

の水素冷却発電機の宍績と絶えざる研究の成果は,近き将来の大容

発却冷素水の化畳 十一分のHにな沫くしノたご)

大容量水素冷却発電機に対してほ,相妾冷却方式む採用するた且

の生産態虜は確立され,固定--〃腺輸に対しては液体冷却プノJしl‖肱

子にはギャップピックアップ冷却力式読膚用するが,試作研究上と

もに実機の設計はすでに完了し,什接冷却発`電機を近くンヒ戌ごせる

べく鋭意製作中である｡

(1)常磐共同火力発電所納92,000kVA水素冷却 `電機完成

本棟ほ92,000kVA,3,000rpm,50～.13,200Vで,これと同

第26図 常磐共同火力枕式会社勿来発電所納

92,00〕kVA水素冷却発電機

第27図 ~虹lい㍍り抹ぺ公社仙チト発`L一針斬納

22`川00lこVA水嘉冷ムり発′■は機

弟4よ三 上払美川タービン発電機

納 尤
ノ≠
ぐkVAl

八幡_軋肘枕ぺ会所 37,500

日策べノLゾ枕.に会什l21,250
王イ▲製紙陳式

端=同人許う枚Jこ

住友金黒石炊

会

会

式会

丸善才一r油軟式

1･条製紙蛛ユ(

昭和`卍｣二牲弐

R本鉱業株

ノゝ

こ′Jく

会

会

二lこ会

芸:三亭主…:‡…喜
杜!8,200
町 4,750

仕 り,375

社 4,412

杜 3,125

日本レーーーコソ眈⊥l､｣会社:2,000

一l近 作

しVう

6,600

3,300

11,000

3,300

3,300

3,300

-､･:-:､､･

3,000

3,()00

3,600

3,600

3,600

3,600

6,GOO//3,3り0･ 3,600

有子fi 考

脱作中=M加工

甘励式

自励式

白励J.㌔

製仲井

製作小

調γ.二Lい([′り批[.1

製作中(自肌｣し〕

一仕様のものは過去に5台納入してこおり,本磯は6白目である｡

構造の細部についてはすでに十分検討され,出力75,0001くWター

ビンにi朋一㌧こさ二iLる標準の水素冷却発電澱でぁる｡固定~H酢は熔接

構造てあり,両端ほl汀二4本の水素冷ノミ11器が竪FF亡きされている｡また

川定J′一件の両端町端板はブラケットになっで一言り,仙支および軸

揉封装J〔1を抑えてブラケットしl身がまた気館外わくの一部な形成

していることば,従来の発`｢昆機と変りない()プラント全体の熟烏

率の向_上むi汁り,水素冷却㌫の;■在郷水に復水を利J~f-jしているのて,

水素冷却器はニiOl(gノノcll12のJ上力に十分耐える構造になっている｡

2.4.2 産業用タービン発電機

事業用大容量タービン発電機とともに産 用タービン発電機の製
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第28岡 八幡製鉄株式会什西田発電所納

37,500lくVA発 電 機

作も活発に推進し 35年度に納入および製作中の発電機を弟4表に

示す｡

産業用タービン発電機ばぷ要の規模に応じて各種の 準設計が完

僻している｡また住友金属株式会社納8,200kVA機にほ方向性珪素

鋼板を使用し,鉄損を70%減少させた｡さらに舞4表に示すとおり,

励磁方式も自励方式を多く採用している｡

2.5 ディーゼル発電轢

35年度に製作した150kVA以上のディーゼルエンジン向結交流

発電機を舞5表に示す｡特長とLてほ大部分の発電樅が自助式にな

ったこと,口動起動装粁を備えるものが多くなったこと,および高

速化の傾向にあることであるこ､

まず日励式であるが,これほ近年脚用とLて雄場Lて以米,金属

整流器の進歩と信頼度の向上のたが),その阜越した性能が広く顧客

iこみとめられてきたし.

最近の建設ブームでビル用非常電源としての需要か増加Lたが,

これらはいずれも鼠電停電侍すみやかに｢1励起動L,確実に発

きるように日動 動装匿を備えている

で

最近ほディーゼルエンジンが高速化する偵向にあり,625kVA,

1,500rpmのものも作られており,また容量の大小にかかわらず,特

別の要求がなければ,片軸授瀾造とディーゼル発1.E機セットをコン

パクトにしている.

150kVA以下のデ仁一ゼル発電機ほ次に述べる可搬式のものを含

18

第29図 625kVA ディーゼル発電機

第43巻 第1号

武田薬晶光工場

東邦亜鉛対州鉱業所

日本鉱業水鳥髄駆所j

東海銀 行 木 店1

大阪富上ビ′し;

旭化成富上工場!
安田生

口 比 谷

ビ ル

了】`塚 ガラ スKK

n木長期信用銀行

前 橋 市 役 所

朝口新開名古屋ゼル

``昆渡開発滝PS

横 浜
レし成合木

川 口

東 邦 南

北 陸

東北電鹿瀬PS

羽島市役所r

412･5∃

3,300

3,300

3,450

3,300

3,300

3,300

420

3,300

3,300

3,300

6,6叫/3,300

3,300

400｢ 3,300

3,300

3,300

3,300

6,600

3,300

3,450

3,300

スキンストレス構造

スキンストレス構造

自 励 式

自 励 式

自 助 式,

スキンストレス構造

自 励 式

自 助 式

白 励 式

自 励 式

自 励 式

自 助 式

うち1台は自励式

自 励 式

自 励 式

自 励 式

自 励 式

自 励 式

自 助 式

第30岡 可搬式ディーゼル発電機

第6表 可搬式ディーゼル発電機什様

弧
と:::=∃と==く

望○巨
∈∃∈∃ 弧

と=::ゴと::::こ∃

呂○喜

弧 弧 層ヲ星巨ヲ畠
｢1

彗▲

1:

l

l
匹

〝

第31図 可搬式ディーゼル発電機寸法図(第6表参照)
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第32囲 北海道電力株式会社滝川発電所■11央制御鶴

め35年度は約30台の 作実績を上げた｡

次に35年度は,小容量可搬式ディーゼル発電機シリーズを完成し,

各シリーズとも相当数の仕込み生産を開始L即納態勢をととのえ

た｡

弟d表および弟3】図は可搬式ディーゼル発電機の仕様および寸

法を示す｡これは白励式交流発電機,ディーゼルエンジン,制御装置

を一体にして共通スキッドベースにまとめたものである｡コンパク

トで据付け面積が少なく,特別の基礎工事が不用であり,取扱いが

簡単であるなどの理由で,土木建設用の移動電源,中小規模ビルや

病院,劇場などの非常電源として 要が多いと思われる｡

2.る 配電盤制御装置

大容量火力発電所の中央制御盤として東北電力株式会社仙台発電

所2号機175,000kW北海道 力株式会社滝川発電所および常盤共

同火力株式会社勿来発電所3号械の各75,000kW用を納入L∴運転

に入った｡これら最近の中央制御の特色は仙台発電所におけるボイ

ラタービン用の新い､完備した保護安全設備の採用,滝川発電所の

データロガーの設置など,自動制御,計測の高度の合理化が行われた

点にある｡

産業自家発 所用中央制御盤として国策パルプ株式会社旭川工場

17,000kW,帝国人造絹糸株式会社松山二I二場10,200kW,丸善石油

株式会社3,800kWx2台そのほかを納入した｡これらはいずれもボ

イラ,タービン,発電横,.て二場動九 受

している点が大きな特長である｡

設備など一切を中央制御

日立空気式自動燃焼制御装置(ACC)ほ35年度中に第7表のとお

り多数製作納入された｡本装置はその簡単ですぐれた性能によって

産業用の数t/hのボイラから50t/hをこえる自家発電ボイラ用に

至るまで採用されるようになった｡

2.d.1北海道電力株式会社滝川発電所中央制御盤

滝川発電所は北海道における最新鋭の火力発電所で中央制御装置

として下記の特長をもっている｡第32図に中央制御盤の外観を示

す｡

(1)ポイラ,タービン,発電機,送 線用中央盤を中央室にま

とめ,これらをおのおの扇形に配置し運転監視に便利とLまた中

央室の占有床面積の縮少を計っている｡

(2)ボイラの薩水,給水処理のための

用した｡

自動制御を採

(3)水素冷却発電機の軸受密封油は真空処理式とし水

を減少させた｡

消費量

19

用 機 器 19

第33岡 帝国人造絹糸株式会社松Ill工場中央制御盤

第7表 口立空気式ACC納入先一覧表

納入場所l汽縦形式l簑l蒸発壬貪
圧 力 燃焼方式 制御項口

日 産 化 学
長 岡 工 場

日 本麦二 消
大 阪 工 場

日産自動車
横浜節3工場

吹 田 製 紙

吹 田 工 場

日本レーヨソ
岡 崎工場

BHK-FM

BIiK-BH

BHK-BH

BHK一拍殊

BIIK-FM

BHK-BH

BIiKJBH

BHK-BH

BHK-FM

ほか作成中のもの13蔽

8kg/cm2g

15kg′/cm2g

20kg/cm2g

7kg/cm2g

10kg/cm2g

16k臥/cm2g

28kg/′cm2g

25kg′/cm2g

77kgノ/cm2g

(4)発電機の日動励磁調

4830C

軒由専焼

弔油専焼

重油専焼

重油専焼

ストーカ

燃 焼

重油と昆焼

燃焼

燃焼,炉内
任

燃焼,炉内
旺,給水,
温水

燃焼

装置として速応性のすぐれた400c/s

高周波磁気増幅器形を使用した｡

(5)66kV送電線の母線短絡保護用として外部故障による誤動

作防止に十分な特性をそなえたADB形継電器を使用するととも

に66kV送電線の短絡保護用とLて故障時のアーク抵抗の影響を

うけないオフセット変形インピーダンス継電器を使用した｡

(6) データロガーを 備Lた｡

2.d.2 帝国人造絹糸株式会社松山工場自家発電所用中央制御盤

この日家発電設備は10,200kWであるが蒸気条件ほ140kg/cm2,

5380Cで新鋭火力と同等であり完全な中央制御方式を採用した｡弟

33図は中央制御髄の外観で次の特長をもっているt､

(1)制御机盤に系統表示盤を組込み⊥場内電気系統のはあくを

容易にした｡

(2)熱管理記録計はすべて新形のVKB,VKP形を用いた｡

(3)発電機ほ自励式とし磁気増幅器形日動電圧調整器により高

度で速応性の高い励磁調整を行っている｡

(4)工場動力は発電機相磯と受電母線の二重母線方式とL系統

故時には重要負荷を残す選択 断方式とした｡

2.る.3 日立空気式自動燃焼制御装置(ACC)

日立ACCは全空気式で次の特長をもっている｡

(1)負荷変動範聞30-100%において蒸気圧変化±0.5kg/′cm2

以下に保持する｡
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弟34図 rl｣くレーヨン抹ぺ会ネ=洲崎工場納

｢′l家発㍍設備川｣ミイラACC盤

装牒ほ川畑半で苗-r.丁.の亙換件に絡んでいる｡

同一~庁式で鉦阻取離方式に適用できる｡

Ⅹ--SCV-A形小形町陣粗こより[■1劫---~手動切仲えが容易に

行いうる｡

舞34図ほR木レーヨン椎ノじ会仙郷テ1二場納28t′′′11,蒸気条件28

kg/′c---2,3700C,ストーカ燃焼,1,700lくW廿家充電設備用ボイラの

ACC盤でb,る｡このACC盤は右側が共通盤で将来さらに1路分の

ACC盤増設時にはACCマスタを共用でき,またボイラ補機技作

用の制御机盤と組合わせ使用する｡

舞35図は日産化学株式会社長岡工場納10t/h,20kg/cm2,ガス燃

焼のボイラに日立ACCを使用した場合の蒸気流量,蒸気圧力の記

録で,急激な負荷変 に対しても設定値に対し ±0.2kg/′cm2 の制

御誤差内に圧力を保ち,また負荷が30%

支障なく動作していることがわかる｡

2.る.4 ターボ発電機の励磁調整装置

(1)ターボ発電機の励磁

東北電力株

整装置

度に低下してもACCほ

会社,仙台火力発電所納,224,000kVAターボ発

電機用500kW励磁機ほ別荘形とし 置ほHTD

形で,これを励磁検分巻界磁に直列にそう入する方式である〔ノした

がって励磁機ほ特別の界磁巻線を必要とせす通常の分巻L自:流発電

機ですみ,構造簡 で操作容易な利点がある∵.全員荷 断試験に

おける発電機電圧上昇ほ7.5%であF.),速応他の高い電圧制御用寺

性を示している.｡また,軽負荷時の低励磁進相運

ために特に不足励磁制限装置を備えている.｡

を安定に行う

常磐共同火力株式会社勿来発電所納,3号機92,000kVAクー

~㌫描朋

.~⊇〇二7;麦電ご′_肌

励磁等圧

●●.萱己▲

彪昔流押

効率あ鳩
環抑〆

発電礫電圧
ーーーーー｢-ム∴

遮断葉刊75,000kW13.86kV pf95%

第36図 常磐共同火力株式会社勿来発電所糾92,000kVA

ターボ発電機全負荷遮断試験オシ′ログラム
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評 第43巻 第1号

(A〕蒸 気 托 力

(B) -流気蒸

第35図 蒸気圧 九 蒸気流量の記録

ポ発電機ほ400～の高周波磁気増幅器を使用した全静止形の自動

圧調整装 により励磁制御を行っている｡第3d図に同ターボ

発電機の全負荷 断試験オシログラムを示す｡発電機 圧上昇は

わずかに5･1%であり,2.2秒で安定するすぐれた制御特性を実証

している｡

(2)自励式交流発電機

電力用の白励式交流発電機は34年に入って,丸善石油株式会社

松山工場納,4,750kVAを始めとし,同2号機,および帝国人造綿

糸株式会社松山二1二場納,13,1501くVA,住友金属工業株式会社小倉

~l二場納,8,200kVAの47㌢があいついで運転に入っている｡

第37図に九書石油株式会社納,4,750kVAタ∴一ポ発電機の全負

断試験オシログラムを示すし:励磁 圧,電流の瞬時的変化に

白励式の特長が明らかで速応励磁特性をよく発揮していることが

わかる｡ノ また第38図に目励装置制御キユーピクル外観を示す｡

2.る.5 ディーゼル発電設備用キューピクル

ディーゼル発電設備における開閉装置は配電設備も含めて安全閉

▲ユ三

1､r.甘′ミ

_r到入
?守ふ J;饗し

強賞味葦讃

誓j感毎ロ

j璃義写薫

ヾて｢ノ♪エ~_･′

;:11垂｢;-ヤ.

1て･■

や量潔項貢

遮断負荷 3,720kW 3.44kV pf78%

第37図 丸善石油株式会社松山工場納4,750kVA

ターボ発電機全負荷遮断試験オシログラム



火

靖38し宣Ill肋装臣r紺愉lけエーピクル

司P

l二且 機 21

狛39卜くlディーゼル発電設備川キユーピクル

鎖形とする憤l紆が慮巨∴.最も代衣的な~ものとして,ア′しゼンチンl/-J

け1,nOOkWディーゼル発′■~引馴川御川たらびに配電川13.2kV特別

高圧キユーピクル14セット112f~け灘什された`-､弟:9図はその外観

である｡木キユーピクノしは膵作∴附､1:の安仝と`存易な姉門とするほ

かに,船宿み輪 の点を考慮して,基備耕具は遮断器 断路汗:･;およ

び変成器顆にいたるまて特別設計による′J､形化を計り,キユーピク

ル本体も 断器の簡易引旧_購濃として小形かつコンパクトなものと

したものである｡

2.d.占 パワーセンタ式低圧補椴用メタルタラッド酉己電盤

低圧補機負荷群に対する配電設備は,電源容量増大の幌向ととも

に重要性を加え,設備計画の簡易化と配電の能率化が要望され,パ

ワーセンタ方式の採用が特に注目される｡パワーセンタは電源変圧

器と配 用開閉装置とを組合わせてセットとした低圧配電設備であ

って,開閉装置をメタルクラッド形とし
その柄成を立体化,小形

化したものである｡また負荷中心部への近接設匿を可能とするは

か,負荷群の集中制御,監視をも容易とするものである｡第40図ほ

東京電力株式会社1鋸Il火力発電所納入パワーセンタの現地写呉であ

って, 源変圧器と低圧メタルクラッド群の外観である｡本低圧メ

タルクラッド配電盤に使用されている

l､の大容量引出形気巾 断器で,その

断器は,小形デッドフロン

流は変圧器二次が75

kA,配電用は501(Aである｡

2.る.7 高圧補機用メタルクラッド配電盤

発電容量の増大に従って,高圧祁機回路も大容量化してきた｡ま

た一方設備計画を閥やにし,建設 の低減を計るため,開閉装 の

小形化が要望された｡第4】図は東京電力株式会社品川火力発電所

に納入された4.2kV メタルクラッド配電盤の写真であって,火力

発電所高圧補機用として,その占有面債を節減するため, 斬一群を

はじめ付属器具および構成部全般にわたって小形化されたものであ

る｡ 断容量250MVAの大容量磁気 断器を装備した安全閉鎖形

で,NEMA規格およびJEM規格G形に合格するものであって,そ

の寸 は幅660111m,奥行2,000mm,高さ2,3001ュ1mである｡

2.る.8 母 線 装 置

近年の発 所では,発電機主回路および所内変圧一器回路などの

要母線装置として,倍転度の点より母線を名刺別に接地金属外被で

おおった相分配形密閉付線が採用される｡また最近の火力発電で

ほ,発 機単機容量が急激に増大,母線装置の電流容量も大容量化

して,東北電力株式会社仙そ?火力発電所納入224MVA発 機主回

路用相分離形密閉枠線の定格電流は11kAの大容量帯であった｡こ

のような大電流密閉母線では,軋然冷却プわ〔とすればJ_ミュ線材料のい

たずらな過大をきたし経済性を欠くので,密閉循還式の強制通風冷

21

第40図 東京電力株式会社品川火力発電所納パワーセソタ

第41国 東京電力株式会社品川火力発電所納

高圧補綴用メタルクラッド配電盤

却方式せ採用して,付線,外被をともに小形化した｡その冷却方式

は舞42図に示すように,3柑の母線外被をェアダクトとして,中

村の一端より送風機で通風し,ヘッダーを経て両端相に導き各相の

母線導体を瀧制冷却するもので,揉閉金属外被内を循還した冷却空

気は,水冷式熱交換器で冷却され,ふたたび密閉母線伸こ送られる

ものである｡弟43図はその工場試験の 況を示すものである｡
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第42図 全密閉循環強制通風冷却式

相分離形密閉母線説明図

第44図

第43図15kVllkA工場試験中の相分離形密閉母線

2.d.10 スートブロワ運転装置

スートブロワの電気式制御として事業用,産業用各ボイラに40数

権分を納入しているが,最近,新しい方式の制御 匠を完成し北海

道電力株式会社滝川火力発電所および東京電力株式会社品川火力発

電所に納入した｡これは,特にブロワの本数が多い場合に有利なも

ので,多数のスートブロワに対し共通に数個の電磁接触器をおき各

ブロワ用 動機の主回路をシーケンスコントローラにより切りかえ

る方式である｡盤を比較的小形にできるのが特長である｡弟44図

がこの方式の電磁制御盤である｡

2.d.11

火力発

吸引式(UCC)方式灰処:哩装置の制御装置

所の発 に伴い,灰分の処理を行うために,空気輸送機

が採用されて以来6年になるが,新鋭火力にアメリカ UCC社製の

吸引方式 送機が取付けられ注目された｡

今回,東北 力株式会社仙台第2火力発電所および東京電力株式

会社品川火力発電所2号用として吸引式(UCC方式)の国産第1号

機が納入された｡本制御装間の特長はシーケンスコントロ･一ラによ

り,ホッパの自動開閉を行うとともに吸引輸送するものである｡

舞45図ほ東京電力株式会社品川発電所2号用の吸引系統操作盤

である｡
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スートブロワ電磁制御健

第43巻 第1号

第45図 吸引系統躁作盤

2.7 電気集じん装置

35年度完成Lた大形火力発電用には約90%の日立電気集じん装置

か設備さされた｡集じん装置の特長は前年度のフライアッシュ回収

専用に対L,煙害防止を主目的とするものが多かった｡

なお35年度にほ,フライアッシュの回収量と品質とを自由に調整

可能で,しかも煙害防止専用としても使用のできるVZ-MC-EP形

集じん装躍が完成し,四国電力松山火力発

新港火力発電所1号施用として納入Lた｡

また,電気

所2号旋用,九州電力

じん器の心臓部をなす電極の構造については,永年

にわたる実験研究の成果として,多孔波板ポケット形を完成実用化

した.｡この集じん電極は招集ダストの再飛散がきわめて少なく,処

理ガス速度を高めうるので,集じん設備を一段と縮少化することが

できた｡

2.7.1電気集じん装置の記録白勺完成

35年度完成された東京電力株式会社横須賀火力発 所納1号佐用

MC-EP形集じん装置は,出力260MW用のものでわが国最大の記

録品で,下記仕様のものである｡

形 式

ガ ス 量

ガス温度

ガス圧力

含じん量

集じん率

圧力損失

MC-EP形(SOrHP42)

1,240,000m3′/h

1280C

-500mm(W.G)
20.7gノ′m3

96%

77mm(W.G)

第46図は横須賀火力発電所納1号権用MC-EP形で,煙害防止を

第46図 東京電力株式会社横須賀火力発電所納

1号佐用MC-EP形菓じん装置
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第47図 四国電力松山火力発電所納2号鮭川

VZ-MC-EP形集じん装岡

第48岡 屋 外 形 電 源 設 備

主目的とした集じん装置である｡

フライアッシュはセメント混和材として使用する場合,使用日的

によってその品質も異なるからフライアッシュIl~1川又装置としてほ,

荒取集じん器の じん特性を調整して,回収フライアッシュの品椚

を変えうることが望まLい｡このit的を満足するように設計された

ものがVZ-MC-EP形集じん装置で,舞47図は四国電力松rlr火力発

電所2号薩用のVZ-MC-EP形である｡この集じん装置の仕様ほ次

記のようである｡

お

本誌第42巻第11号(先々号)に誤りがありましたので,つつし

んで訂正いたします｡

論 文 題 名

子計算機に よ る水撃現象の計算法

形

ガ ス

第49図 東京電力株式会社杭須賀火力

発電所納電気業じん装置電源制御用

配電盤

式 VZ-MC-EP形(SO-HP22)

ガ ス お.度

ガ ス 圧:力

含 塵

総合集じん率

J王 力 損 失

なお,一般産業用

403,000m3′/h

1430C

u430mm(W.G)

19.6g//m3

35､85%

96√-･-98.5%

107mm(W.G)
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じんについてほ,20.3化学装置の項参照

いただきたい｡

2.7.2 電気集じん装置用屋外形電源設備の完成

電源設備では,単位容量の増大にともなって制御装置の集中,自

動化が促進された｡35年度完成した東京電力横須賀火力発電所納1

号権用の電源設備ほ,制御盤をも含む完全屋外形で,しかも運転は

完全に自動化されたものである｡弟48図は上記横須賀火力発電所

納MC-EP形集じん装置用屋外形電源設備である｡

2.7.3 電気集じん装置荷電用配電盤

弟49図は東京電力構須賀火力発電所納,電気 じん装置荷電用配

電鰍ご,24kW,60kV,400mA,セレン整流装置1組を制御する

ものである｡

足電流日動再閉路方式と称する全自動運転方式の開発についてほ

すでに紹介したが,木方式の採用にともない監視制御を必要としな

くなったので,従来電気室を設け室内に設置していた配電盤を風速

40mの風雨に耐えるよう設計し,電気集じん装置の屋上に設置l_,

建設費の節減を計った一例である｡

び
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